
女子学生の生活態度 ・意識 に関す る調査結果

野 村 晶 子

目的:女 子学生 の生活態度 や意識 について,現 時

点 での実態 を促え,今 後,Parsonality研 究 や,

適 応 に関する基礎資料 とする ことを目的 とし,自

己発展に ともない,あ るいは,文 化 ・社会的影響

を受けて,変 容 してゆ くもの と,時 代や環境に左

右されぬ青年期独特 の ものを認知す る意味 も含め

て着手 した次第 である。

方法:質 問紙法(無 記名)に 依 り回答 を求めた。

調査期間は1985年5月 である。調査項 目として,

1人 生観 関係,∬ 自己関係,皿 友人 ・生活関係,

N家 庭 関係,V学 校 関係,W国 家社会生活関係,

皿 未来関係,田 異性関係,を 設定 した。今回の調

査対象は,女 子学生(2年 次)24名 で あるため,

予備調査の段階の もの として報告する。

結果及び考察:(Tableの 内 いずれ もN=24名

()内 は そのパ ーセンテージを示す もの とする。)

先 ず,1.人 生観関係では,(1)入 生 で何 を求めてい

ますかに対 し,1位 は,幸 福な結婚17(23.6),2位

は円満な家庭 の建設15(20.8),3位 は他人 との誠

実や愛14(19.5)を あげている。又,趣 味 に合っ

た生活11(15.3),や りがいのある仕事9(12.5)が

これに次 ぎ,信 仰 による救いや,何 を求めてよい

か分らない。は皆無 であった。即 ち,女 子学生は,幸

福な,円 満 な,誠 実な結婚,家 庭,愛 を築 く,と い

ういかにも女子青年 らしい理想 を うたっている。

仕事,趣 味は当然の結果 として下位 に廻わされて

いる。②宗教 を信仰 しますかに対 しては,1位,信

仰に関心がない21(87.5)で,神 や 仏な ど信 じられ

ない2(&3)が これに次いでいるが,実 際は,信 仰

による救いを求めている(キ リス ト教)の1(4.2)

で あ り,現 代青年 の無信仰が浮 きぼ りにされたが,

時代的背景による傾 向であろ う。(3)道に迷 ってい

る人 を見た らどうしますか。に対 し,1位,た ず

ね られた ら教える18(75.0),次 い で,声 をかけて

みる6(25.0)で,親 切,思 いや りは うかがえる。

(4)人間 の本性 では本来,善 か悪 かに対 し,善 でも

悪 でもない11(45.8),分 らない4(16.7)と 回答 し,

ニ ュー トラルな反応が多か った。 尚s善 で ある と

回答 した ものは6(25.0),悪 と回答 したものは3

(12.5)で,Sabjectsの 学 習に依 る ものであろ う

か。⑤ 「もともと,頼 れる ものは 自分だけだ 」と

い う意見 に賛成 ですに対 し,はNと 答えた ものは

13(54.2)で,「 い いえ」と答えた ものは,11(45.8)

で,ア イデンテ ィテ ィ形成過程で あるSabjects

に とっては,い かにも青年期 らしい中間性 を示 し

ているといえ よう。⑥ 「今の社会ではあくせ くし

ないでのんび りするのが大切 だ 」に対 し,「はい 」

は10(41.7)で,「 い いえ 」は14(58.3)で あ り.や

や 「速 さ 」を要求 されているよ うである。(7)「 お

金は貯金するより使 った方がよい 」に対 し,1位

は,「 いいえ 」16(66.7)で 半数以上が貯えを念頭

に澄いているが,反 対 に 「いいえ 」2(8.3)で あ り,

「分 らない 」と回答 した もの も6(25.0)も い る点

については,モ ラ トリアム的存在 であり,澄 金が,

Subjectの 手 もとに残 らない場合 もあるので,そ

の点,考 慮 しなければな らない回答 であろ う。

次に,皿.自 己関係については,(1泊 分 の性格等

について満足 していますかに対 して,1位,や や

満足 している11(45.8),次 い で,や や不満で ある

10(41.7)で あ り,や や(ま あまあ)と,深 刻では

ないが,不 満 である2(8.3),満 足 している1(4.2)も

あり,満 足度 はまあまあであり,自 我発達 を促 して

いる ものといえる し,自 己同一性の確立¢)途上で

ある といえよ う。② 自分 の性格 について どんなに
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Table1.人 生 観関係

(1)入 生 で何 を求めていますか。

他入 との誠実や愛14(19.5)

澄金や地位3(4、2)

や りがいのある仕事9(12.5)

信仰 による救い0(0)

円満 な家庭 の建設15(20.8)

国家社会への献身0(0)

趣 味 に合 った生活11(15.3)

幸 福 な結婚17(23.6)

そ の他1(1.4)

何 を求 めて よいか分 らない0(0)

② 宗 教 を信仰 しますか。

信仰による救いを求めている1(4.2)

(求 めている宗教 キ リス ト教)

神 や仏等信 じられない2(8.3)

信仰 に関心がない21(87.5)

(3)道 に迷 っている人 を見 たら どうしますか。

声をかけてみる6(25.0)

た ずね られれば教える18(75.0)

気 にかけない0(0)

(4)入 間 の本性 は本来善か悪かいずれだと思いま

すか。

善 である6(25.O)

悪 で ある3(12.5)

善 で も悪 で もない11(45.8)

分 らない4(16.7)

⑤ 「もともと頼 れるのは 自分だげだ 」とい う意

見 に賛成 ですか。

はい13(54:2)

しへしへえ11(45.8)

⑥ 「今 の社会ではあ くせ くしないでのんび りす

るのが大切 だ 」

はい10(41.7)

い、いえ14(5&3)

(7)「 澄金は貯金するより使った方が よい 」

はい2(8.3)

しへしへえ16(66.7)

分 らない6(25.0)

考 え ていますかに対 しては,や や外向的8(33.3)

が 第1位 であ り,次 いでやや内向的7(29.2)と,

性 格 について も「やや 」又は普通6(25.0)と,80

パ ーセン トが
,中 間的 と認めているが,非 常 に外

向性 である3(12.5)と の 回答 もあ り,非 常に内

向性0(0)で,女 子学生 は,や や外向的 であ り,

リーダーシ ップも場 に依 り取れている ようである。

⑧ 自分 の話 し好 きについてどんなに考 えますかに

対 し,第1位 は,非 常に話 し好 き9(37、5),第2

位,や や話 し好 き8(33.3)と,約70パ ーセン トの

ものが話 し好 きで ある。普通 と答たものは6(25.0),

話 す ことは非常に嫌いである1(4.2),や や話 し好

きでないは,0で あった。女子 学生はPersonality

要 因 の もの以外では,話 し好 きの傾向がみ られた。

(4)自分 の意志は強いと思いますかに対 し,第1位

は,、やや強い10(41.7)で,次 いで,普 通5(20.8),

や や弱い5(20.8)と,ば らつきがあh,非 常 に強

いも4(16.7)で あったが,非 常に弱いは一〇であっ

た。自己信頼性 に因る ものであろ う。(5)自 分 の入

柄は魅力が ある と思いますか に対 し,第1位 は普

通16(66.7)で 過 半数を占めている。次 いで,や や

魅力的である4(16.7),や や 魅力が足 りないと,判

断 しているが,非 常 に魅力的であるや,非 常 に魅

力が無 いは皆無で あった。(6)人間 として他の入 と

比較 して どんなに思 いますかに対 して,普 通19

(79.2),や や劣等感 を持 っている4(16..7),非 常

に劣等感 を持 っている1(4.2)で あ り,非 常 に又は,

やや優越感を持 っている ものは皆無で あった。(7)

進 学,就 職,結 婚等重要 な問題は誰 に相談するか

に対 し,1位 は友達20(83.3),次 いで両親16

(66.7)で あ った。又,母 親7(29.2),診 世話 にな

った先生6(25.0),姉 兄6(25.0)と これに次 ぎ,そ

の他,父 親2(8.3),先 輩1(4.4),近 所 の訟ぱさん

1(4.2)と な っている。(8)特 に理想 とする人物 ・

愛好する作家,芸 術家等をあげなさいに対 し,1

位 は三浦綾子3(12.5),次 いで赤川次郎2(8.3)

が あが り,黒 柳徹子,い わさきちひろ,徳 川家康,

田中角栄,S・ ワンダー,栗 本薫;・アガサ ・ク リ

ステ ィ,源 氏鶏太,飯 田蜿笏は各 々1(4.2)で あ
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Table皿 自己関係

(1)自 分 の性格等について満足 していますか。

満足 している1(4.2)

や や満足 している11(45.S)

や や不満で ある10(41.7)

不 満 である2(8.3)

② 自分の性格 について どんなに考えていますか。

非常に外向性 である3(12.5)

やや外向性である8(33.3)

普 通(い ずれで もない)6(25.0)

やや 内向性である7(29.2)

非 常 に内向性 である0(0)

(3)自 分 の話 し好 きについて どんなに考え ますか。

非常 に話 し好 きである9(37.5)

や や話 し好 きで ある8(33.3)

普 通6(25.0)

や や話 し好 きでない0(0)

話 す ことは非常 に嫌 いである1(4.2)

(4)自 分 の意志 は強いと思 いますか。

非常 に強 い4(16.7)

や や強N10(41.7)

普 通5(20.8)

や や弱い5(20.8)

非 常 に弱 い0(0)

㈲ 自分の入柄は魅力が あると思い ますか。

非常に魅力がある0(0)

やや 魅力的である4(16。7)

普 通16(66.7)

や や魅力が足 りない4(16.7)

非 常 に魅力がない0(0)

(6)人 間 として他の人 と比較 してどんなに思いま

すか。

非常に優越感 を持 っている0(0)

や や優越感 を持 っている0(0)

普 通19(79.2)

や や劣等感 を持 っている4(16.7)

非 常 に劣等感を持 っている1(4.2)

(7)進 学,就 職,結 婚等重要な問題 は誰に相談 す

るか

母親7(29 .2)

友進20(83.3)

父 親2(&3)

両 親16(66.7)

澄世話 にな っている先生6(25.0)

姉 ・兄6(25.0)

先 輩1(4.2)

おば さん1(4 .2)

(8)特 に理想 とする人物,愛 好す る作家,芸 術家

等。

黒柳徹子1(4.2)

いわ さきちひろ1(4 .2)

徳 丿ii家康1(4_2)

田中角栄1(4.2)

S・ ワン・ダー1(4.2)

三 浦綾子3(12.5)

栗 本 薫1(4.2)

ア ガサ ・ク リステ ィ1(4.2)

赤 川次郎2(8.3)

源 氏鶏太1(4.2)

飯 田蜿笏1(4.2)

(9)休 日を どのよ うに過す ことが多いですか。

スポ ーツ6(8 .3)

映 画 ・演劇等を見る1(1.4)

ラジオ ・テ レビ11(15.3)

読書3(4.2)

音楽13(1&1)

町 をぶ らつ く19(26.4)

小旅行0(0)

勉強 する0(0)

家 族 の者 とともに過す2(2.8)

造 形美術0(0)

室 内遊戯2(2.8)

け い こ事0(0)

特 に何 もしないでぶ らぶ らしている6(&3)

そ の他7(9.7)

った。ひ と頃の青年 の志向する入物 とは極端に異

る傾向が出ている。(9)休 日 をどの ように過す こと
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が多いですかに対 し,1位 は町 をぶ らつ く19

(26.4),2位 は音楽13(1&1),次 いで3位 は ラ

ジオ ・テ レビ11(15.3),そ の他7(9.7)で ある。

又,特 に何 もしないでぶ らぶ らしている6(8.3),,

ス ポ ーツ6(8.3),読 書3(4.2),家 族 とともにす

ごす2(2.8),室 内遊戯2(2.8),映 画 ・演劇等を

見 る1(1.4)と 少 な く,け い こ事,造 形美術,小

旅行,勉 強するは皆無で あった。余暇 を受け身的

にすごしている。方向性 を持たぬ傾向が目立 ち,

特 に,勉 強,読 書,け い こ事,観 劇が減少 した事

実 は,ま さに現代的な学生生活の一面 をみた感が

ある。

皿 友人 ・生活関係

先ず(1)現在 の友人 関係について満足 しています

かに対L,第1位 満足 している12(50.0),次 いで第

2位 やや満足 している8(33.3)で 約80パ ーセン ト

以上の ものが満足 した友入関係を認めている。 し

か し,満 足 していない2(8.3),分 らない2(&3)と,

流 動的な実 態 もみ られる。(2)どん な ことで も心を

うちあけて話せる友入がいますかに対 し,「 いる」

と回答 した ものは22(91.7)で あった。その内,同

性12(54.5),両 方8(36.4),異 性1(4.2)で あっ

た。(3)友だ ちつ き合 いは深入 りしない方が よいに

対 して,「 いいえ 」が21(87.5)で,圧 倒 的 に多か

った。即ち,友 人 関係に器いては,ど んなことで

も友達に話 し,深 く交際 し,又,満 足 しているの

である。(4)閑な とき友入 とどんな雑談 をしますか

に対 し,1位 は学業,職 業,友 人等 について21

(29.2),2位 は趣味,娯 楽等19(26.2),3位 は恋

愛や異性等 について18(25.0)を とりあげている。

Table皿 友人 ・生活関係

ω 現在の友人関係について満足 していますか。

満足 している12(50.0)

や や満足lt,て い る8(33.3)

満足 していない2(&3)

分 らない2(8.3)

(2)ど ん な ことでも心 を うちあけて話せ る友人 が

いますか。

いる22(91.7)

同性12(54.5)

異'陸ヒ1(4.2)

両 方8(36.4)

いな い2(8.3)

(3>「 友 だちつ き合いは深入 りしない方 がよい 」

はい3(12.5)

しへしへえ21(87.5)

(4)閑 な ときに友人 とどんな雑談を しますか。

政治,経 済等 について0(0)

衣 食住等 について5(6.9)

学 業,職 業,友 人等 について21(29.2)

将 来 の希望6(8.3)

恋 愛 や異性等 について18(25.0)

入 生 ・哲学論0(0)

趣 味,娯 楽等19(26.2)

そ の他0(0)

N家 族 関係については(1)現在 の家庭 に満足 して

いますか に対 し,満 足 している もの13(54.2)で1

位 で あり,や や満足 している8(33.3),や や 不満

3(12.5)で,不 満 は皆無であった。恵 まれた環境 と

いえ よう。②家族について どんなに考えますかに

対 して,父 の愛情12(50.0)厳 しい中に人間の本

当の愛を教えて くれる。 もっと話 したい。 との感

想が あげ られた。母 の愛情 に対 しての感想13

(54.1)で,や さ しい入,何 も言わなくてもよ く理

解 して くれ ているな どが あった。又,そ の他の家

族14(5&3),兄 第 として理解 し合い満足,時 には

ケンカ してもよく考 えて くれるな どがある。全体

の人間関係は12(50.0)で,そ れ な りに うま く行っ

ている,仲 が よいな どあり,家 族間の愛情は満 さ

れている結果 が得 られた。(3襯 の考 え方や生 き方

の くい ちがいがあ りますかに対 し,1位 は,い く

らか あるが苦に しない17(70.8),あ る6(25.0),

ない1(4.2)で あ り,価 値感の世代の相 異がみ ら

れたが,苦 に しない(愛 情 ・理解)で カバ ー して
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TableN家 庭 関係

(1)現 在 の家庭に満足 してい ますか。

満足 している13(54.2)

や や満足 している8(33.3)

や や不満 である3(12.5)

不満 である0(0)

② 家 族について どんなに考えていますか。

父の愛情12(50.0)

厳 しい中に人間 の本当の愛 を教えて くれ る。

形 にな らないけ ど,良 いと思 っている。

比べると私 より姉への愛情 が強いよ うに思える。

普段 口には出さないが心配 して くれている。

もう少 しやさ しくしてほ しい。 もっと話 したい。

母の愛情13(54.1)

何 も言 わな くてもよく理解 して くれてNる 。

人並みに愛情 をもって くれ ているので感謝 して

います。

過保護 すぎる くらい私のことを愛 してくれている。

神経質 で心配が多い。

よく考 えて くれている。やさ しい人。

その他の家族14(58.3)

い つ もお互 い行 き来 していて仲が良い。

姉は潔壁性 で妹 は澄とな しい。

時 にはケンカ して もよく考えて くれ ている。

妹は姉 である私を うやまっている。

兄弟 としてわか っているので満足 しています。

全体の人間関係12(50.0)

皆平 等 に個人の意見,行 動 を尊重

心 をわって何 でも話せる。それなりに うま くい

っている。

スム ーズで仲が 良い。ま とまっていない。

(3)親 の考え方や生 き方の くいちがいがあります

か。

ある6(25.0)

い くらか あるが苦 に しない17(70.8)

ない1(4.2)

(4)隣 近所 の家 とうちとけた交流があ りますか。

ある19(79.2)

ない4(16.7)

⑤ 家庭 の収入は充分 と思 いますか。

充分15(62.5)

不充 分9(37.5)

⑥ 澄母さんを どの ように して あげたい と思いま

すか。

もっと趣味や楽 しみを持ってもらいたい17(23.6)

家 族 みなが もっと母を理解 してほ しい2(2.8)

経済 的 にもっと独立させ てあげたい4(5.6)

夫 や子 どもに頼るだけでな く自分 自身の

生 きる 目的を持たせて あげたい5(6.9)

家 にばか りこもっていないで芸術,政 治,

社 会問題な どもっと外の ことに関心をも

ってほ しい4(5.6)

母 が年 を とってからも,もっといっ しょに

いてあげたい11(15.3)

(7)青 年 期に両親その他に反抗を感 じたか。

強い反抗 を感 じた4(16.7)

や や反抗 を感 じた9(37.5)

あま り反抗的でなか った10(41.7)

全 く反抗 を感 じなか った1(4.2)

い る状態がみ られる。(4隣 近 所 とうちとけた交流

がありますか に対 し「ある 」19(79.2)で,「 な い」

4(16.7)で あ った。(5)家 庭 の収入は充分 と思いま

すかに対 し充分15(62.5),不 充 分9(37.5)と い う

結果 が得 られた。(6)澄母 さんを どの ように して あ

げたいと思 いますかに対 し,第1位,も っと趣味

や楽 しみを持 ってもらいたい17(23.6),第2位,

母 が年をとってからも,も っといっしょにいてあげた

い11(15.3),次 いで,生 きる目的を持たせて あげ

たい5(6.9),経 済 的に もっと独立 させてあげたい

4(5.6),も っ と外 のことに関心 を持 ってほ しい

4(5.6),家 族 がみな もっと母 を理解 してほ しい

2(2.8)と,母 親 に対する思いや りが強いことを

示 している。(7清 年 期 に両親その他 に対 し反抗 を

感 じたかに対 し,あ ま り反抗的 ではなかった10

(41.7),や や 反抗 を感 じた9(37.5)で,強 い反抗

を感 じた4(16.7)が 次 き,全 く反抗 を感 じなかっ

た もの1(4.2)も い る。即 ち,約50パ ーセン トの も
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のが何 らかの反抗 を感 じていた ことになる。

V学 校関 係につ いては,(1)今 ま での学校生活 に

満足 していますかに対 し,や や満足13(54。2)で

約 半数 を上 まわり,次 いで,満 足4(16.7)で,い ず

れ も満足 で70パ ーセン トを占めている。又,や や

不満は6(25.0),不 満 は,わ ずか1(4.2)で あった。

(2)進学 するのは次の項 目のいずれが主たる理 由で

あるかに対 し,第1位 は,教 養 を身につけるため

である20(27.8),第2位 は,将 来の職業生活や結

婚生活 を有利 にするため17(23.6)で あ った。又,

他 の人達が進学するので自分 も進学 したいは11

(15.3)も あ り,意 外 に多い結果が得 られた。 次

い℃ 親が,上 級学校へ進学 した方が,将 来得であ

るとすすめる7(9.7)で,そ の他3(4.2)で あ った。

又,本 調査 では,将 来 は親の職業や家柄 な どによ

って決まるか ら進学は必要ない。や,上 級学校へ

行 くのは時間の浪費だ。若い時か ら働いた方が よ

い。や,上 級学校へ行 きたいが,生 活のため働か

な くてはな らない。は皆無 であり,恵 まれた環境

で,教 養 のため,将 来 のために進学する とい う理

由の ものが,約60パ ーセン トであった。(3)学校 は

就職や結婚 に有利 になる手段 とな っているかに対

し、 「はい 」は21(87.5)と 圧倒的に多いが,又,

厂いいえ 」と答たもの も2(&3)い る 。(4)今 の学

校 は試験 の成績で優劣 を決 めて人間性を無視 して

いるかに対 し,「 はい 」15(62.5)と いう結果 を得

た。 しか し「いいえ 」8(33.3)も い て,全 能力 を

測る ものではないことを主張す る学生 も反面には

いる ことになる。⑤学校では社会に役立つ技術や

知識が得 られないかに対 し,「 はい 」9(37.5)で,

厂い いえ 」は15(62.5)と い う結果 を得た。要す る

に充分ではないが… とい う暗示 とも受け とめ られ

る。(6)学校 では学生 ・生徒 の意見が反映 されてい

ないに対 し「はい 」17(70.8),「 いいえ 」7(29.2)

とい う回答 を得 た。(7)現代 は能力よ りも卒業 した

学校 により就職 ・将来が きまる社会 であるかに対

し,「 はい 」18(75.0),「 い いえ 」6(25.0)で,

学 生達 は,学 歴社会であると認知 している ものが

多 い傾向 を示 した。

TableV学 校 関係

(1)今 までの学校生活に満足 していますか。

満足4(16.7)

やや満足13(54.2)

やや 不満6(25.0)

不 満1(4.2)

② 進 学するのは次の項 目のいずれが主 たる理 由

である。

将来の職業生活や結婚生活を有利に

す るため17(23.6)

教 養 を身につけるためである20(27、8)

他 の入達が進学するので 自分 も進学

したレ、11(15、3)

親 が 上級学校へ進学 した方が将来得で

である とすすめる7(9.7)

将 来 は親の職業や家柄な どに よって決

決 まるか ら進学は必要 ない0(0)

上 級学校へ行 くのは時間の浪費だ,

若 い時か ら働いた方が よい0(0)

上 級学校へ行 きたいが生活のため働

かな くてはな らない0(0)

そ の他 「3(4.2)

(3)学 校 は就職 や結婚 に有利 になる手段 となって

いるか。

は廴ハ 毛21(87.5)

いい え ・2(&3)

(4)今 の 学校は試験の成績で優劣を決 めて入間性

を無視 しているか。

はい15(62.5)

い いえ8(33 .3)

(5)学 校 では社会で役立つ技術や知識が得 られな

いか。

はい ・9(37.5)

い い え"15(62 .5)

(6)学 校 では学生 ・生徒の意見 が反映 されていな

い。

はレへ17(70.8)

い レへえ7(29.2)

(7)現 代 は能力よりも,卒 業 した学校 によ り就職
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・将来が きまる社会で ある。

はい18(75.0)

いし〆丶え6(25.0)

W国 家 社会生活関係については,(1)我 が国 に

生れ,我 が国で生活する ことに満足 しているかに

対 し,満 足13(54.2);{欠 い でやや満足9(37.5)と,

約90パ ーセン トを占め ている。やや不満2(8.3)

はあるが,不 満は皆無であり,や や不満 と回答 レた

ものも青年期独特 の理想像を追っている姿 とみてよ

かろう。(2)我が 国に とって次の どれが重要 ですか

に対 し 第1位 は,平 和 な社会を築くこと18(25.0),を

第2位,自 然 を大切 にすること17(23.6),次

い で第3位,社 会保 障 に力を入れ,ゆ った りと

した生活 にすること14(19.4),第4位,伝 統や文

化 を大切 にすること9(12.5)と 極 く常識的な回答

が得 られた。かけがえのない文化,自 然,平 和な

社会が,Subjectsの 理 念である とい う結果 が得

られた。(3)「道 路など公共 事業のため立 ち退 きさせ

られる人達 は しば しば反対運動 をおこしています。」

その運動 についてはに対 し,権 利の主張 として当

然だ と思 う17(70.8),次 いで公共の福祉 のため不

当だ と思 う4(16.7),そ の他3(12.5)と い う結果 で

あった。個人の利益に関する事柄には保主的でい

られないSubjectsの 特 徴を見た思 いがする。(9)

大入 は現状維持を大切に しす ぎているに対 し,「は

い 」は12(50.0),「 い いえ 」11(45.8)と,半 々の

結果が得られた。⑩ 「老人が気の毒な社会だ」に対 し,

「いいえ 」17(70.8),「 は い 」は7(29.2)で,少 し

ばか り,社 会 に対 し批判的である。⑪国は国民の

権利や福祉 を守 っているに対 し,やや充分13(54.2)

あま り充分でない11(45.8)と,二 分 した回答が得

られたが,Sabjectsの 関心度 にも関連 している

もの と考察される。(12)社会 に対 して不満 を持 った

と仮定 し,ど んな態度がいいかに対 し,選 挙権を

行使する くらいでそれ以上積極的な態度は とらな

い14(58.3)と,過 半数を占め第1位 である。次い

で,あ ま り関心がない何 もや らない5(20.8)で,

か な り消極的であるが,個 人の力では及ぱないと

TableV【 国家社会生活関係

(1)我 が国 に生れ,我 が国で生活することに満足

しているか。

満足13(54.2)

や や満足9(37.5)

や や不満2(8.3)

不満0(0)

② 我 が国に とって次の どれが重要 か。

伝統や文化 を大切 にする こと9(12.5)

産 業 を奨励 し,経 済生活 を豊 かにする

こと4(5.6)

社 会保障 に力を入れ,ゆ った りした生

活にすること14(19.4)

平 和 な社会を築 くこと18(25.0)

自然 を大切にする こと17(23.6)

国際 社会 で尊敬 されること5(6.9)

そ の他0(0)

③ 「道路な ど公共事業のため立ち退 きさせ られ

る人達 は しば しば反対運動 を知こしています 」

その運動 について。

権利 の主張 として当然だ と思 う17(70.8)

公 共 の福祉 のため不当だ と思 う4(16.7)

その他3(12.5)

(4)厂 国 全体 の利益 に重点がおかれす ぎて国民ひ

とりひとりがな吾ざりにされている」と思 うか。

はい19(79.2)

いい え5(20.8)

⑤ 厂国民ののぞむことと反対 の政治が行 われて

いる ことが ある 」

はレへ18(75.0)

い いえ5(20.8)

(6)「 人 間の信頼 より規則や法律 に縛 られている

社会である 」

はい13(54.2)

い いえ11(45.8)

(7)金 さ えあれば何で もで きる物質万能 の社会に

なっている。

はい18(75.0)

いいえ6(25.0)
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(8)「 入 間の将来は親 の職業や家柄に よって事実

上 きまっている 」

はい12(50.0)

い いえ12(50.0)

(9)「 大入 は現状維持 を大切 に しす ぎている 」

はい12(50.0)

レへしへえ11(45.8)

⑩ 「老人が気 の毒な社会だ 」

はい7(29.2)

し〆、いえ17(70.8)

ω 厂国は国民の権利や福祉 を守 っている 」

充分0(0)

や や充分13(54.2)

あ ま り充分 でない11(45。8)

全 くだめ0(0)

働 社 会に対 して不満 を持 った と仮定 しどんな態

度がいいか,選 挙権 を行使する くらいで

選挙権を行使する くらいでそれ以上積極的

極的な態度 はとらない14(58.3)

そ の理由 個入 の力では及 ばないところに

問題が あるか ら1-2

社会 の ことは誰か適当な入がや

ればよいか ら0

自分 にとって他 にもっと大切な

ことが あるか ら1

合 法的範囲 で積極的な行動 に訴える2(8.3)

場 合 によっては暴力な ど非合法の手

段にも訴え る0(0)

あま り関心がな く何 もや らない5(20.8)

(3)「30年 後 には もっと住み よい社会にな っている

だろうに対 し,「 はい 」は7(29.2)と 低 く,厂 い

いえ 」は16(66.7)と,住 み に くい社会を想定 して

いる。

TableW未 来感関係

ころに問題が あるか ら12(50.0)と 理 由づけ してh

る。 しか し,合 法的範囲で積極的な行動に訴 える

2(8.3)も ある。

皿 未来感関係につ いて,(1)入 類 の英知 で世界

大戦はさけ られるだろ うに対 し,「 はN」15(62.5),

「いいえ 」8(33.3)と い う回答を得た。(2)人類 の

英知で地球の汚染や資源の減失 は防げるだろ うに

対 し,厂 は い 」11(45.8),「 い いえ 」12(50.0)

と,極 くわずかでは あるが,世 界大戦 と,地 球の

汚染や資源の減失 とは逆転 した結果をみた。(3)

(1)「 人 類の英知 で世界大戦はさけ られるだろう」

はレ丶15(62.5)

レ丶いえ8(33.3)

(2)「 人 類の英知 で地球の汚染や資源の減失は防

げるだろ う」

はい11(45.8)

い いえ12.(50.0)

(3)厂30年 後 には もっと住み よい社会 になってい

るだろ うJ

はN7(29.2)

い いえ16(66.7)

樋.異 性 関係について,(1)結 婚 について見合い

結婚 と恋愛結婚 とどちらが望ま しいかに対 し,恋

愛結婚14(58.3),ど ち らで もよい8(33.3)で 恋愛

結婚 を是認 している。見合 い結婚はわずか1(4.2)

であ りSabjectsに は好 まれないようである。(2)

結婚 の相手 を選ぶ とき次の どれを最 も重要 とする

かに対 し,第1位,愛 情19(26.4),第2位 性格17

(23.6),経 済(生 活能力)17(23.6),次 い で健康

12(16:7)で あ った。逆に,知 能,家 庭環境,純 潔

は選 ばれていない。(3)性 的変化(初 潮 等)に つい

てどんな感 じを持 ちましたかに対し,1位 は,は ず

か しい感 じ12(16.7),2位 はいやな感 じ10(13.9),

次 い で3位 はは不安な感 じ9(12.5),予 期 した も

のが生 じた感 じ9(12.5)で,第5位 は大入 になっ

た感 じ8(11.1)で あ った。又,逆 に嬉 しかった2

(2.8)は 以外 に少なか った。いずれに しても不安,

恥 か しい感 じと,Negativeな 反 応を示 している。

(4牲 的知識を主に どんな経聡で得 ましたかに対 し

第1位,学 校(特 に友人)21(29.2),第2位,雑

誌17(23.6),次 い で第3位,テ レビ ・映画等11

(15.3)と い う結果であ り,家 族 からは5(6.9)と
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Table珊 異性 関係

(1)結 婚 について,見 合結婚 と恋愛結婚 とどち ら

が望 ま しいか。

見合結婚1(4.2)

恋 愛結婚14(58.3)

どち らで もよい8(33.3)

② 結婚 の相手 を選ぶ とき次の どれを最 も重要 と

するか

健康12(16.7)

愛'情二19(26.4)

知能(学 業成績等)0(0)

性 格17(23.6)

容 姿1(1.4)

経 済(生 活能力)17(23.6)

職 業1(1.4)

家庭 環境0(0)

純潔0(0)

そ の他1(1.4)

(3)性 的 変化(初 潮)に ついてどんな感 じを持 ち

ま しれか。

うれ しか った2(2.8)

い や な感 じ10(13.9)

は ず か しい感 じ12(16.7)

不安 な感 じ9(12.5)

予期 した ものが生 じた感 じ9(12.5)

大 人 になった感 じ8(11.1)

誰 か に打 ち明けたい感 じ0(0)

そ の他1(1.4)

(4)性 的知識を主 としてどんな経路で得ま したか。

家族5(6.9)

イ.父0ロ.母4ハ.そ の他0

学 校21(29.2)

イ.教 師5ロ.学 友13・ ・.その他0

図書1(1.4)

雑誌17(23.6)

テ レ ビ,映 画等11(15.3)

そ の他0(0)

⑤ 現 在特に愛情 を感 じている異性がいますか。

いる9(37.5)

イ.一 方 的2ロ.相 互的7

い なしへ14(5&3)

そ の 他0(0)

(6)結 婚 前の性的関係を認 めますか。

避 けるべ きである4(16.7)

理 由 純潔な関係が大切であると思 うか ら

愛情が あればいい14(58.3)

理 由o愛 情が あれば当然の ことだ しそれに

伴 って避妊を考えるのも当然 の責任

である。それがなければ認 めない。

o結 婚は あま り関係がない と思 うか ら

あた りまえ。

愛情 がな くて もいい0(0)

分 らない5(20.8)

(7)現 在 純潔 ですか。

純潔である20(83.3)

純 潔 でない3(12.5)

(8)結 婚 した場合相手の家族 との同居 について。

同居 してよい3(12.5)

別 居 したい15(62.5)

どち らで もよい5(20.8)

⑨ 同性愛を感 じた経験 があ りますか。

強い同性愛 を持 ち異性への興味がない1(4.2)

強 い同性愛 を持つが異性への愛情は別3(12.5)

個 で ある

軽 い同性愛 を持 った0(0)

そ の他17(70.8)

⑩ 結婚する場合,相 手の純潔 について どんなに

考えますか。

絶対 に純潔で あることを求める0(0)

純 潔 である ことを希望するがあま り拘6(25.0)

泥 しない

純潔 については殆ん ど問題 に しない16(66.7)

少 な く,正 しい経路で教育のなされ ていない こと

が指摘されるで あろ う。(5)現在特 に愛情 を感 じて

いる異性がいますか に対 し,「 いない 」14(58.3),

次 い で,「 いる 」9(37.5)で あった。(6)結 婚 前

の性的関係を認めますかに対 し,1位 は 愛晴が あ

ればいい14(58.3),2位 は,分 らない5(20.8),
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避けるべ きである4(16.7)で あった。 しか し,愛

情がな くて もいいは皆無 であり,女 子学生の特徴

であろ う。(7)現在 純潔ですかに対 し,純 潔 である

20(83.3),純 潔 でない3(12.5),と い う結果 であ

った。(8)結婚 した場合相手 の家族 との同居 につい

てに対 し,別 居 したい15(62.5)で,同 居 したい3

(12.5)を 圧倒的に上回わっているが,同 時 に,ど

ち らでもよい5(20.8)と い う回答 も寄せ られた。

⑨同性愛を感 じた経験 はあ りますかに対 し,第1

位 はその他17(70.8)で,即 ち,異 性 の愛 との回答

とも受け とめ られる。次いで,強 い同性愛を持つ

が,第2位 は異性への愛情は別 固である3(12.5),

強 い同性愛を持 ち異性への興味がない1(4.2)も

あ り,環 境要因 により変容す るで あろう。⑳結婚

する場合,相 手の純潔 について どんなに考えます

かに対 し,純 潔 については殆ん ど問題 に しない16

(66.7)が,予 想外 に多 く,次 いで純潔 である こと

を希望するが,あ まり拘泥 しない6(25.0)で あ っ

た。又,絶 対 に純潔である ことを求めるは,皆 無

であった。即 ち,結 婚 の条件 としての純潔は,望

ま しいが絶対的なものではない。Subjectsは,

愛情,性 格 経済(生 活能力),健 康 を条件 とし

て選んでいる。

結論:本 調査 は,研 究 のた めの予備調査 であり,

10年 前 の調査結果(未 報告)と,現 在の結果 との

比較考察をする計画で あり,青 年の,時 代 ・環境

的要因に ともない変容する部分 と,個 定的側面 と

を明 らかに し,性 差 に依 る比較検討 も したい と考

えている。
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